
海外からの介護技能実習生
受け入れの本格始動を迎えて

特集①P2

社会福祉法人連携の取り組みを「見える化」する
特集②P4

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P7 みんなでつくるひょうごの福祉
「あなたと一緒に支え合う福祉のまち」を目指して
～自治会活動から広がったまちづくりの歩み～

P8

P9 私の物語
高齢者・障害者の権利を護るために
福島 健太さん（西宮市）

キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 千鳥会
寄っていかんか～！千鳥

P6 「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

春の訪れに咲く菜の花。
綾部山梅林（たつの市）の裾野に

花畑が広がるよ

３月は「自殺対策強化月間」です

3
No.829

2020認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会令和2年3月1日発行（毎月1回1日発行）　発行人：吉本 知之　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。



SPECIAL EDITION  特集①SPECIAL EDITION  特集①

の
流
れ
を
モ
デ
ル
的
に
示
し
た
の
が【
図

１
】で
あ
る
。

技
能
実
習
生
と
受
入
施
設
か
ら
の
声

　
こ
の
た
び
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
日
し

た
3
名
の
技
能
実
習
生
と
、受
入
施
設

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、外
国

人
技
能
実
習
の
実
際
を
見
て
み
よ
う
。

　
平
成
29
年
に
国
の
外
国
人
技
能
実
習

制
度
の
対
象
に「
介
護
」が
追
加
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、福
祉
施
設
で
の
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
円
滑
に
し
、来

日
す
る
実
習
生
が
安
心
し
て
技
能
習
得

に
取
り
組
め
る
よ
う
、平
成
30
年
に
兵

庫
県
社
協
は
、監
理
団
体
の
業
務
を
行

う
ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護
実
習
支
援
セ

ン
タ
ー（
以
下
、「
支
援
セ
ン
タ
ー
」）を

設
置
し
た
。こ
の
た
び
、支
援
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
初
の
技
能
実
習
生
が
、県
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
実
習
を
開

始
し
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
重
ね
て
来
日

　
技
能
実
習
生
は
、希
望
し
て
即
座
に

来
日
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、来
日

前
に
、受
入
施
設
と
の
面
接
や
日
本
語

試
験
へ
の
合
格
、入
国
前
講
習
の
受
講

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
重
ね
て

い
る
。ま
た
、来
日
後
も
、日
本
語
や
介

護
技
術
を
学
ぶ「
入
国
後
講
習
」を
修

了
し
て
、は
じ
め
て
実
習
先
施
設
に
配

属
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。こ

入
国
後
講
習
を
受
講
し
て

Ｑ
：日
本
語
の
勉
強
は
進
ん
で
い
ま
す

か
？

Ａ：会
話
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

生
徒
同
士
の
会
話
も
日
本
語
で
す
が
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。外
出
時
、見
知
ら
ぬ
人

と
の
会
話
に
は
不
安
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ
：介
護
の
講
習
は
難
し
い
で
す
か
？

Ａ：利
用
者
さ
ん
や
周
り
の
方
た
ち
へ

の
声
掛
け
が
難
し
い
で
す
。タ
イ
ミ
ン

グ
や
言
葉
の
選
び
方
で
頭
を
悩
ま
せ
ま

す
。

Ｑ
：施
設
で
の
技
能
実
習
で
不
安
に
感

　本会が外国人介護技能実習生の受け入れ
にかかる監理団体※1となって初の技能実習
生が来日し、1月から、県内の介護施設での
実習が始まった。
　今回の特集では、今後本格化する外国人
の技能実習生の受け入れについて、来日し
て技能実習を開始するまでの流れを紹介す
るとともに、インタビューを交えつつ、ひょう
ご外国人介護実習支援センターが進める取
り組みを紹介する。

じ
る
こ
と
は
？

Ａ：日
本
語
の
聞
き
取
り
で
す
。早
口
や

方
言
を
理
解
で
き
る
か
不
安
で
す
。

施
設
で
の
技
能
実
習
が
始
ま
っ
て

Ｑ
：ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ：今
は
食
事
介
助
、口
腔
ケ
ア
、シ
ー

ツ
交
換
、排
せ
つ
の
介
助
な
ど
で
す
。

Ｑ
：職
場
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
？

Ａ：あ
い
さ
つ
で
す
。そ
し
て
利
用
者
さ

ん
の
健
康
を
気
に
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
：今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ：先
輩
方
の
よ
う
に
、介
護
技
術
を
身

に
付
け
た
い
で
す
。ま
た
、早
く
介
護
の

仕
事
に
慣
れ
、う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
語
学
も
頑
張

り
た
い
で
す
。

　
気
候
や
文
化
、生
活
習
慣
の
違
い
に

戸
惑
っ
て
い
な
い
か
気
に
掛
け
て
い
ま

す
。技
能
実
習
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い

で
す
が
、一
生
懸
命
な
3
人
の
姿
か
ら

教
え
る
側
の
職
員
も
力
を
も
ら
い
ま

す
。こ
の
施
設
で
学
び
、長
く
働
い
て
も

ら
え
る
よ
う
一
人
一
人
に
向
き
合
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
外
国
人
技
能
実
習
は
、本
来
、開
発
途

上
国
に
対
す
る「
技
術
移
転
と
人
材
育

成
」を
行
う
制
度
で
あ
る
。今
後
技
能
実

習
生
を
受
け
入
れ
る
施
設
は
、介
護
人

材
の
充
足
の
み
を
目
的
と
せ
ず
、自
ら

の
介
護
の
理
念
や
技
術
を
振
り
返
る
機

会
と
捉
え
、技
能
実
習
生
へ
の
支
援
と

指
導
を
通
じ
て
、ケ
ア
の
質
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大

切
だ
。 介

護
技
能
実
習
生

受
け
入
れ
の
実
際

海外からの介護技能実習生
受け入れの本格始動を迎えて

　
こ
の
観
点
に
立
ち
、支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、技
能
実
習
生
受
入
説
明
会
、現
地
の

送
出
し
機
関
と
の
連
絡
調
整
、選
考
面
接

会
の
実
施
、実
習
計
画
や
入
国
申
請
書
類

の
作
成
指
導
な
ど
を
行
う
。受
入
施
設
に

は
、適
正
な
実
習
が
さ
れ
る
よ
う
、訪
問

指
導
や
監
査
と
と
も
に
受
入
施
設
間
の

情
報
交
換
会
も
開
催
す
る
。

　
技
能
実
習
生
に
対
し
て
は
、入
国
後

講
習
の
実
施
や
、安
心
し
て
暮
ら
し・働

く
た
め
の
母
国
語
で
の
情
報
提
供
に
加

え
、地
域
社
会
と
の
交
流
の
機
会
づ
く

り
を
行
う
予
定
だ
。

　
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
は
、日

本
で
の
生
活
も
含
め
て
考
え
る
と
、受

入
施
設
に
加
え
て
、地
域
社
会
の
理
解

と
協
力
が
重
要
と
な
る
。支
援
セ
ン

タ
ー
は
、施
設
、地
域
社
会
と
一
体
と
な

り
、介
護
人
材
の
受
け
入
れ
と
育
成
の

側
面
か
ら「
多
文
化
共
生
社
会
」を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

図１ 技能実習生の来日と実習開始までの流れ

※1 監理団体とは
　その責任と監理の下で技能実習生を受け入れ、実習実施機関である事業者において、技能実習が適正に実施されているか、
確認と指導をする非営利団体。（兵庫県社協・ひょうご外国人介護実習支援センターは、平成31年2月に認可を受けている）

現
地
の
送
り
出
し
機
関
に
入
校

監
理
団
体
、日
本
の
受
入
施
設

と
の
面
接

日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
※

受
験・合
格

入
国
前
講
習
の
受
講

（
日
本
語・介
護
導
入
講
習
）

技
能
実
習
計
画
の
認
定
な
ど
、

出
国
手
続
き

　
　
　
来 

日

入
国
後
講
習
の
受
講（
日
本
語・

介
護
導
入
講
習
） 

約
１
カ
月

技
能
実
習
開
始

※Ｎ４とは、例えば聞き取りでは、「日常的な場面でややゆっくりと話される会話内容がほぼ理解できる
レベル」とされている

利用者と談笑する技能実習生
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。
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実
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本
格
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に
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て

〜
支
援
セ
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タ
ー
の
役
割
〜

社
会
福
祉
法
人 

晋
栄
福
祉
会

中
山
ち
ど
り

施
設
長
　
石
村 

陽
一 

氏

受
入
施
設
の
声
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よ
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査
と
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受
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生
に
対
し
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後
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や
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し
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の
母
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提
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え
、地
域
社
会
と
の
交
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の
機
会
づ
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り
を
行
う
予
定
だ
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技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
は
、日

本
で
の
生
活
も
含
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て
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る
と
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に
加
え
て
、地
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の
理
解

と
協
力
が
重
要
と
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左から、キュウさん、チャンさん、ヒエンさん、入国
後講習でご指導いただいた先生

ひ
ょ
う
ご
外
国
人
介
護
実
習

支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：0
7
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立
ち
上
げ
た
。各
市
区
町
の
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
で
独
自
に
作
成
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

機
関
紙
の
記
事
な
ど
を
掲
載
し
、各
地
の

取
り
組
み
を
広
く
発
信
し
て
い
る
。

害
時
を
想
定
し
た
取
り
組
み
」で
あ
る
。

要
援
護
者
支
援
に
加
え
、各
法
人
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
参
画
法
人
同
士
の
相
互
応

援
協
定
の
作
成
、防
災
訓
練
や
避
難
訓
練

の
実
施
な
ど
が
あ
り
、部
会
を
設
け
て
検

討
し
て
い
る
市
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
発
信

す
る「
啓
発
活
動
」が
三
つ
目
に
あ
げ
ら

れ
る
。地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、冊
子
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど

が
具
体
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
」を
合

言
葉
に
、市
区
町
域
で
複
数
の
社
会
福
祉

法
人
が
連
携
し
、地
域
の
生
活・福
祉
課

題
の
解
決
を
図
る
取
り
組
み
を
平
成
26

年
度
か
ら
進
め
て
い
る
。

　
令
和
2
年
1
月
末
時
点
で
、県
内
30
の

市
区
町
で
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

（
以
下
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」）が
立

ち
上
が
っ
て
い
る
。

　
各
市
区
町
に
お
け
る
活
動
内
容
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、今
年
度
の
重
点
的
な
取

り
組
み
で
最
も
多
い
の
は
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」で
あ
る【
表
１
】。具
体

的
に
は
、ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
に
参
画

す
る
社
会
福
祉
法
人
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
を
目
的
と
し
た
役
職
員
の
研
修
会
、

実
務
担
当
者
会
議
な
ど
、事
業
推
進
に
向

け
た
会
議
の
開
催
で
あ
る
。ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ほ
っ
と
か

へ
ん
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
土
台
と
い
え
る
、

異
な
る
法
人
に
勤
め
る
職
員
同
士
の
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
図
っ
て
い
る
。

　
次
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
は
、「
災

社会福祉法人連携の
取り組みを「見える化」する

　
今
年
度
、県
社
協
で
は
、ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
の
活
動
の「
見
え
る
化
」に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
代
表
者
を
委

員
と
す
る「
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
連
絡

協
議
会
代
表
者
等
連
絡
会
」で
協
議
し
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を「
ほ
っ
と
か
騎
士
」に
決

定
し
た
。（
右
ペ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
参
照
）

　
　
　

　
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、各
市
区
町
で
の

広
報
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。ま
た
、ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
用
し
た
の
ぼ
り
も
各
市
区
町

に
配
布
し
て
お
り
、施
設
内
や
イ
ベ
ン
ト

時
の
掲
示
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

　
市
区
町
域
で
の
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
に
、県
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」の
ペ
ー
ジ
を 　兵庫県内では、社会福祉法人が種別の違

いを超えて市区町域で連携し、地域のくらし
の課題に取り組む「社会福祉法人連絡協議会
（通称：ほっとかへんネット）」が次々と設立さ
れている。
　今年度は各市区町域における実践の「見え
る化」を目的としたロゴマークの作成や、ホー
ムページ立ち上げを行った。それらの活用も
含めた情報発信の取り組みを報告する。

　
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
が

行
っ
た「
全
国
生
活
者
一
万
人
意
識
調
査
」

で
は
、社
会
福
祉
法
人
の
認
知
は
２
割
に

と
ど
ま
っ
た
と
い
う
。

　
社
会
福
祉
法
人
が
展
開
す
る
地
域
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
の
枠
組
み
を
生
か
し
た
連
携
に
よ
っ
て

幅
広
い
発
信
が
期
待
で
き
る
。先
の
事
例

の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
用
い

た
 ”見
え
る
化
“ で
、ま
ず
は
地
域
に
存
在

を
、そ
し
て
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、次
の
展
開
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
る
。

表１ 今年度の重点的な取り組みについて

ロゴマーク「ほっとか騎士」
困っている人を決して見過ごさないという「ほっとかへんネット」
の思いを、県の形にデザインし、表現した

地域の関係者とのネットワークづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　14
災害時を想定した要援護者支援等に関する取り組み　　　　　　　　　  12
地域福祉推進に関する各種事業への参画、福祉啓発に関する活動 8
地域の要支援者に対する相談支援 5
地域の要支援者に対する会食、配食、食材配達等の食生活の支援 5
福祉学習、ボランティア・福祉人材の育成に関する活動 5
福祉人材の確保に関する活動 4
地域の要支援者に対する移動・外出の支援 2
地域の要支援者に対する生活支援、緊急資金・物資の貸与・提供 2
地域住民等との交流・意見交換の実施 2
地域の要支援者に対する学習支援、就労支援、見守り支援 1
その他（中長期計画の策定、地域ごとの取り組みの検討など） 4

実施市区町数
   （複数回答）取り組みの区分

ナイト

社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

の
活
動
内
容

令和元年8月末時点（兵庫県社協調べ）
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地
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へ
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ッ
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の
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生
か
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た
連
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に
よ
っ
て

幅
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い
発
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が
期
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で
き
る
。先
の
事
例

の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
用
い

た
 ”見
え
る
化
“ で
、ま
ず
は
地
域
に
存
在

を
、そ
し
て
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、次
の
展
開
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
る
。

活
動
を
発
信
し
、

次
に
つ
な
げ
る

各
市
区
町
で
の
取
り
組
み

活
動
の〝
見
え
る
化
〞に

向
け
た
県
域
の
取
り
組
み

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
灘

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
を
知
っ
て
も

ら
う
目
的
で
、チ
ラ
シ
を
作
成
し
、民
生

委
員・児
童
委
員
や
区
役
所
に
配
布
。チ

ラ
シ
に
は
法
人
の
所
在
地
を
記
し
た
地

図
が
入
っ
て
お
り
、民
生
委
員・児
童
委

員
か
ら
も「
わ
か
り
や
す
い
」と
好
評
だ
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
お
の

　
本
紙
10
月
号
で
掲
載
し
た「
買
い
物

バ
ス
ツ
ア
ー
」な
ど
の
取
り
組
み
を
、

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
お
の
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
社
協
の
情
報
誌

で
発
信
。情
報
誌
は
年
5
回
全
戸
配
布

さ
れ
、住
民
や
関
係
者
の
目
に
ふ
れ
る

機
会
も
格
段
に
多
い
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
新
温
泉

　
県
社
協
が
作
成
し
た
の
ぼ
り
を
町
民

文
化
祭
の
、ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
介

護
関
連
ブ
ー
ス
で
掲
示
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

つ
い
て
住
民
の
方
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

る
場
面
も
多
か
っ
た
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
丹
波

　
「
ほ
っ
と
か
騎
士
」を
刷
り
込
み
、目

立
つ
色
を
使
っ
た
タ
ス
キ
を
作
成
。市

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る「
丹
波

G
O
G
O
フ
ェ
ス
タ
」な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
P
R
活
動
を
展
開
し
た
。狙
い
ど

お
り
タ
ス
キ
が
目
立
ち
、子
ど
も
を
始
め

と
し
た
来
場
者
に
大
好
評
で
あ
っ
た
。

U
RL：https://w

w
w
.hyogo-w

el.or.jp/
       public/hottokahennet.php

ナ
イ
ト

　
各
市
区
町
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
い
。

ナ
イ
ト
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

　姫路市社協では、親子が気軽に集え、子育てに悩む
保護者をサポートする、子育て支援事業を展開していま
す。今回、その事業で活躍するボランティアが集う「子
育て支援事業ボランティア交流会」を開催し、日常の活動に関する情報交換や取組課題などを共有しました。地
域の子育て支援を一つの切り口に、ボランティアとともに、つながり合い・支え合う地域づくりを目指します。

「子育て支援事業ボランティア交流会」

ＴＯＰＩＣＳ

12月9日
姫路市

　赤穂市社協では、障害者週間（12月3日～9日）の記念
事業の一環として、「障がい者週間ともに考える市民のつ
どい」を開催しました。「パラレルライフ～もう一つの人生
～」と題した、アーチェリーで東京パラリンピック出場を目指す江口舞氏による講演を通じて、障害者を取り巻く問題
を身近なものと考え、全ての人がその人らしく生きていける社会の実現のために必要な取り組みを考えました。

「障がい者週間ともに考える市民のつどい」12月7日
赤穂市 

　豊岡市社協では、第2回目の「地域福祉フォーラム」を開催。
同志社大学教授の永田祐氏による基調講演、創意工夫に満ち
た住民による活動報告と島根大学教授の作野広和氏を迎え
たディスカッションを通じて、「誰もが役割や出番をもって活躍できる地域づくり」の大切さを確認しました。支え合いの地域
づくりに向けて、住民・社協・行政などが協働しながら、どのような役割を果たせるかを考えるフォーラムになりました。

「第２回地域福祉フォーラム」12月7日
豊岡市

　養父市社協では、「しあわせフェスタ2019」を開催。
「見えない・見えにくい人のくらし」をテーマに、視覚障害
者で福祉情報技術コーディネーターとして活動する岸本将志氏の講演会と、地元で活動する当事者やボラン
ティアの実践報告がありました。参加者からは、「視覚障害者の話を聞き、自分にできることを考えたい」「暮らし
の質を高めるための工夫に感心した」などの声が寄せられ、視覚障害への理解が深まる一日になりました。

「ありがとう養父市社協15周年
  しあわせフェスタ2019」

11月30日
養父市

交流と支え合いの拠点づくりを広げよう
「ユニバーサルカフェ」開設にかかる助成団体を追加で決定しました

地域フォーラム 各地からの開催報告

社会福祉法人イエス団 賀川記念館（神戸市中央区）、はまカフェマリナ運営委員会（西宮市）

　つながり合い、支え合う地域づくりに向けて、住民同士の交流・活動の拠点となる「ユニバーサルカフェ」。
その開設を支援するために、新たに下記の2団体への助成が決定しました。
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みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

　
子
ど
も
た
ち
に
も
愛
着
の
あ
る
地

域
に
し
た
い
と
始
め
た
の
が
、市
出
身

の
漫
画
家
が
描
く
忍
者
ア
ニ
メ
に
ち

な
ん
だ「
猪
名
寺
忍
者
学
校
」だ
。

　
地
元
の
園
田
北
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
し
た
学
校
は
、佐
璞
丘
公
園
な

ど
で
の
自
然
体
験
や
農
作
物
の
収
穫

の
ほ
か
、地
元
の
人
か
ら
猪
名
寺
の
歴

　
尼
崎
市
北
東
部
、園
田
北
小
学
校

区
の
猪
名
寺
地
区
は
緑
豊
か
な
住
宅

街
だ
が
、か
つ
て
は
ど
こ
と
な
く
活

気
が
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ち
だ
っ
た
。

　
平
成
20
年
、猪
名
寺
自
治
会
会
長

に
内
田
大
造
さ
ん
が
就
任
し
た
時
の

懸
案
事
項
が
佐
璞
丘
公
園
。「
手
入
れ

さ
れ
ず
、『
子
ど
も
は
近
づ
く
な
』と

言
わ
れ
る
ほ
ど
ゴ
ミ
が
散
乱
し
荒
れ

て
い
た
が
、自
治
会
が
呼
び
か
け
、地

域
住
民
で
清
掃
や
植
樹
な
ど
を
何
年

も
続
け
、憩
い
の
場
に
な
っ
た
。自
分

た
ち
の
取
り
組
み
で
ま
ち
が
良
く
な

り
、誇
り
を
感
じ
た
」と
内
田
さ
ん
は

話
す
。

史
や
文
化
を
学
ぶ
な
ど
、子
ど
も
た
ち

が
地
域
の
人
と
触
れ
合
い
な
が
ら
遊

べ
る
よ
う
平
成
27
年
よ
り
実
施
し
て

い
る
。企
画
・
運
営
に
参
加
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
住
民
が
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

り
、日
頃
の
自
然
な
見
守
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
に
は
、地
域
を
良
く
す

る
活
動
を
広
げ
よ
う
と
猪
名
寺
自
治

会
と
周
辺
自
治
会
、地
元
企
業
、さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
参
加
し
、園
田
北
小

学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
結

成
。生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
の
調
査

を
経
て
、現
在
、子
育
て
支
援
や
高
齢

者
支
援
、地
域
活
性
化
な
ど
6
分
野
・

25
に
及
ぶ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
例
え
ば「
ち
ょ
っ
と
困
り
ご
と
支
え

合
い
の
会
」で
は
、元
気
な
高
齢
者
な

ど
の
メ
ン
バ
ー
が
、庭
の
草
抜
き
や
通

院
の
付
き
添
い
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
、困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。ま
た
、認
知
症
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
人
と
人
を
つ
な
ぐ『
園

北
』つ
む
ぎ
の
会
」で
は
大
学
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、社
協
、市
な
ど

と
協
働
し
、認
知
症
予
防
講
座
や
無
料

園
田
北
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

尼
崎
市
猪
名
寺
1
‐
27
‐
7

（
猪
名
寺
自
治
会
館
）

T
E
L 

: 0
9
0
‐
3
4
9
0
‐
8
6
2
4

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
を

し
あ
わ
せ
に
す
る

ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
た
い

「
あ
な
た
と
一
緒
に
支
え
合
う

福
祉
の
ま
ち
」を
目
指
し
て

〜
自
治
会
活
動
か
ら
広
が
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
〜

合
言
葉
は

「
地
域
の
子
は
地
域
で
育
て
る
」

さ
ぼ
く
が
お
か

検
診
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
で
支
え
合
い
、「
ふ
だ
ん
の
く

ら
し
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
」協
議
会

の
活
動
に
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

取
材
を
終
え
て

協
議
会
が
運
営
す
る
農
場
に
参
加
し

て
い
る
若
年
性
認
知
症
の
方
は
、忍
者

学
校
で
先
生
役
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。誰
も
が
役
割
を
持
っ
て
活
躍
す
る

素
敵
な
取
り
組
み
の
広
が
り
が
楽
し

み
で
す
。

今
回
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
る
、尼

崎
市
の
園
田
北
小
学
校
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
紹
介
す
る
よ
。

自然に囲まれながら、子どもたちが
地域の人とともに活動する忍者学校

協議会の農場で収穫された野菜などを
「楽市・楽座」で販売している
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Q1.取り組みのきっかけは
A1.平成25年から、県認定の地域サポート施
設としての取り組みがあり、地域とのつながりを
意識しています。
　地域共生社会の実現に向けて、まずは職員間
で話し合いを重ね、「地域住民が気軽に集える場
所にしたい」「利用者が役割を持ち地域の一住
民として生活していることを実感してほしい」と
の思いを共有しました。
　その後、施設の部署長やリーダーなどが実行
委員になり、利用者家族、民生委員・児童委員、
地域の小学校やボランティアにも声を掛け、平

成29年12月に初めて「寄っていかんか
～！千鳥」を実施しました。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.「寄っていかんか～！千鳥」は年に１回、特別養護
老人ホーム千鳥会ゴールドで実施する、誰もが参加で
きる集いの場です。開催日に向けて利用者は、販売す
る鞄やコースター、雑貨などの作品づくりに励みます。
　当日は利用者やその家族の作品を販売する「販
売コーナー」をメインに、民生委員・児童委員のみ
なさんによる喫茶などの「ふるまいコーナー」
を設けています。利用者や地域の子どもが売
り子になり、来場する地域住民とのコミュニ
ケーションを楽しんでいます。
　さらに、施設職員による健康相談コー
ナー、地域の障害者支援事業所のお
菓子販売など、子ども、障害者、高
齢者など、多様な人々が参加
する機会となっています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.利用者は作品を自分で販売し、売り上げの使い
道を自分たちで決めることで、「次は何を作ろう」「次は
どこに行こう」と意欲的に取り組んでいます。
　また、「寄っていかんか～！千鳥」で、相談ブースに来た
方が、別の日に施設に相談に訪れるなど、施設は何かあっ
たら頼れる場所と認識してもらっています。
　職員は、この取り組みを通して、利用者の趣味や過去の
仕事といった生活歴を知ることはもちろん、地域の方々が
集い、交流する場をつくることの大切さを実感しています。
　今は、「千鳥会ゴールド」で実施していますが、千鳥会として
法人全体で取り組み、「千鳥会に行けば何とかしてくれる」と信
頼される存在になることを目指しています。

　今回は、社会福祉法人千鳥会が実施する公益的な取り組み「寄っていか

んか～！千鳥」を紹介します。

　「地域住民の集いの場所にしたい」「ご利用者に喜んでもらいたい」との

思いから、利用者自身の役割・存在を感じてもらうとともに、地域の誰もが

集える場をつくる社会福祉法人の実践です。

寄っていかんか～！千鳥
ちど り

キラリ★社会福祉法人
社会福祉法人 千鳥会 

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。

　　  社会福祉法人千鳥会　
　　  特別養護老人ホーム千鳥会ゴールド
淡路市大町畑597‒4
ＴＥＬ：0799‒62‒5100
ＵＲＬ：http://www.chidorikai.or.jp/

多くの地域住民が集まり、
にぎわいました

販売する作品を
制作しています
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高
校
生
の
時
、祖
母
が
詐
欺
ま
が
い
商

法
に
よ
る
財
産
被
害
に
遭
い
、救
済
さ
れ

な
い
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。こ

れ
が
「
高
齢
者
の
権
利
を
護
り
た
い
」
と

考
え
て
弁
護
士
を
目
指
し
た
最
初
の

き
っ
か
け
で
す
。

　
弁
護
士
と
し
て
印
象
深
い
取
り
組
み

の
一
つ
は
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」を
巡

る
違
憲
訴
訟
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
す
。障

害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
場
合
に
よ
っ
て
は
生
死
に
直

結
し
た
権
利
で
す
。し
か
し
、
障
害
者
自

立
支
援
法
は
、
そ
れ
ま
で
の「
収
入
・
資

産
」か
ら「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
」に
応
じ

た
負
担
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。障
害

が
重
い
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
の
は
、生
存

権
を
脅
か
す
問
題
だ
と
、兵
庫
県
の
弁
護

団
の
事
務
局
長
と
し
て
全
国
の
弁
護
団

と
連
携
し
て
活
動
し
ま
し
た
。当
時
の
厚

労
相
と
も
話
し
合
い
、基
本
合
意
を
経
て

和
解
に
至
り
ま
し
た
。

　
活
動
に
よ
り
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が

障
害
者
総
合
支
援
法
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

が
、本
来
、自
立
支
援
法
の
廃
止
を
求
め
て

い
た
の
で
十
分
な
結
果
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
・
障
害
者
の
事
業
所
で
は
、

よ
り
良
い
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
虐
待
の
問
題
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。古
い

支
援
モ
デ
ル
で
「
保
護
し
て
い
る
」
と

い
う
意
識
で
支
援
に
関
わ
る
場
合
が

未
だ
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。サ
ー
ビ

ス
の
利
用
は
権
利
で
あ
り
、
そ
の
権
利

行
使
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
、
と
い

う
視
点
で
福
祉
職
が
日
々
の
支
援
に

携
わ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。身

体
拘
束
の
問
題
も
含
め
、
意
識
改
革
と

実
践
に
即
し
た
工
夫
が
必
要
だ
と
思

い
な
が
ら
、
各
地
で
福
祉
専
門
職
や
行

政
職
員
に
向
け
て
の
研
修
活
動
を
長

年
続
け
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
仕
事
に
従
事
す
る
方
と
気
づ

き
を
深
め
、虐
待
の
防
止
に
向
け
た
実
践

に
つ
な
が
る
研
修
を
模
索
し
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
法
律
家
が
関
わ
る
こ
と
で
、

法
的
な
課
題
は
解
決
に
向
か
い
ま
す

が
、
残
さ
れ
た
暮
ら
し
の
課
題
・
福
祉

的
な
課
題
を
考
え
る
と
、
福
祉
職
の

方
々
と
の
連
携
を
一
層
深
め
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
人
権
擁
護
大

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
精
神
障

害
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。弁

護
士
と
し
て
、
現
代
の
「
精
神
医
療
・

精
神
保
健
」
に
問
題
提
起
し
つ
つ
、
精

神
障
害
の
方
が
地
域
社
会
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
か
を
広
く

議
論
し
た
い
で
す
。是
非
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
り
の
多
い
も
の
に
し
た
い

と
い
う
の
が
今
の
思
い
で
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

運
動
・
活
動
で

法
制
度
を
変
え
る

今
後
、

力
を
入
れ
た
い
活
動

福
祉
の
支
援
現
場
で

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

福島 健太さん 
（西宮市）

弁護士（兵庫県弁護士会所属）
ふくしま　　 けんた

Personal History

平成16年10月　弁護士登録（兵庫県弁護士会所属）
平成22年  1月　SIN法律労務事務所開設（西宮市）
・県弁護士会 高齢者障害者総合支援センター 虐待防止専門チーム　委員
・日本弁護士連合会 高齢者障害者権利支援センター　事務局次長
・西宮市権利擁護推進ネットワーク運営委員会　副委員長
・NPO法人PASネット　理事長
・NPO法人宝塚成年後見センター　理事長　などを歴任

虐待防止研修、権利擁護セミナー、終活セミナーなど、
各地でさまざまな研修講師としても活動

兵
庫
県
弁
護
士
会

http://w
w
w
.hyogoben.or.jp/

高齢者・障害者の権利を
護るために
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ひょうごの福祉

N OW県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。

い
た
討
議
内
容
か
ら
、具
体
的
な
手
法

と
プ
ロ
セ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
見
え
る
化
の

ツ
ー
ル
を
探
る
前
に
、ま
ず
は
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
働
き
か
け
の
目
的
、社

協
事
業
の
意
義
を
考
え
て
か
ら
見
え

る
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と

気
付
い
た
」「
他
市
の
取
り
組
み
や
課

題
に
つ
い
て
共
有
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」な
ど
前
向
き
な
意
見
が
多
く
聞
か

れ
た
。

「
社
会
福
祉
法
人
経
営
計
画
策
定

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」の
ご
購
入
は
、

兵
庫
県
社
協・企
画
部
ま
で

T
E
L
：
0
7
8
-2
4
2
-4
6
3
3

1日のプログラムを振り返りながら、見える化に向けたポイントを整理

登壇者からは、多くの役職員が計画策定に参加することで実行性が
高まったとする報告があった

　
1
月
28
日
、県
社
協
は
、県
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、「
社
会
福
祉
法
人
経
営
計

画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研

究
所
長
の
當
間
克
雄
教
授
よ
り
、執

筆
・
監
修
し
た「
社
会
福
祉
法
人
経
営

計
画
策
定
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」を
用
い
て
、

実
行
性
の
高
い
中
長
期
計
画
策
定
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
義
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、県
社
協
が
こ
れ
ま
で
に
主

催
し
た
経
営
計
画
策
定
支
援
事
業
や

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
活
用
し
て
、実
際
に
計

画
を
策
定
し
た
3
法
人
か
ら
実
践
が

報
告
さ
れ
た
。登
壇
し
た
の
は
、（
福
）で

ん
で
ん
虫
の
会 

井
上
副
理
事
長
、（
福
）

南
但
愛
育
会 

太
田
理
事
長
、（
福
）三
田

谷
治
療
教
育
院
芦
屋
翠
ホ
ー
ム 

丸
山

施
設
長
の
3
名
。法
人
の
事
業
分
野
も

異
な
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
と
特

徴
の
あ
る
レ
ポ
ー
ト
が
さ
れ
た
。

　
実
践
報
告
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
務

め
た
當
間
教
授
か
ら
は
、「
計
画
を
作

る
苦
労
と
実
行
す
る
苦
労
は
別
。各
法

人
に
合
っ
た
方
法
で
、計
画
を
共
有

法
人
の
未
来
を
考
え
る

経
営
計
画
を
役
職
員一丸
で

策
定
し
よ
う

　
県
社
協
で
は
、1
月
10
日
に「
社
協

ワ
ー
カ
ー
実
践
研
究
会
議
」を
開
催
。

県
内
市
区
町
社
協
の
管
理
職
や
担
当

者
42
名
が
参
加
し
た
。

　
今
年
度
第
2
回
目
と
な
る
同
会
議

は
、「
地
域
づ
く
り
・
市
民
活
動
支
援
の

見
え
る
化
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、

社
協
が
取
り
組
む「
見
え
る
化
」の
目

的
や
意
義
を
押
さ
え
、こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

　
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、ロ
ー
カ

リ
ズ
ム・ラ
ボ
の
井
岡
仁
志
氏
か
ら「
地

域
づ
く
り
・
市
民
活
動
支
援
の
見
え
る

化
」の
意
義
と
視
点
に
つ
い
て
講
義
が

あ
っ
た
。特
に
、地
域
支
援
の
基
盤
づ
く

り
に
お
い
て
は
、「
見
え
る
化
」が
重
要

と
な
る
が
、そ
れ
を
社
協
が
組
織
的
に

取
り
組
む
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、東
京
都
の
文
京
区
社
協
の

浦
田
愛
氏
、三
田
市
社
協
の
畑
清
美
氏

か
ら
実
践
報
告
が
な
さ
れ
た
。ま
た
、

井
岡
氏
と
の
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、「
誰

の
た
め
、何
の
た
め
に
見
え
る
化
に
取

り
組
む
の
か
」と
い
う
点
に
重
き
を
置

社
協
活
動
の

〝
見
え
る
化
〞を
考
え
る

し
、定
期
的
に
進
行
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
」と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。参
加

者
か
ら
は
、「
策
定
の
手
法
が
具
体
的

で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
て
自
法
人
の
計
画
を
充

実
さ
せ
た
い
」と
い
っ
た
感
想
が
出
さ

れ
、計
画
策
定
の
広
が
り
や
、既
存
の

計
画
の
充
実
に
期
待
が
持
て
る
セ
ミ

ナ
ー
に
な
っ
た
。
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ひょうごの福祉

N OW

　働き方改革関連法により平成31年4月から「時間外労働の上限規制」及び「年5日の年次有給休暇
の取得の企業への義務づけ」が施行されており、前者の要点は次のとおりです。

　月45時間、年360時間以内が原則
　臨時的な特別の事情があって、労使が合意する場合でも、「時間外労働」は年720時間以内、
　「時間外労働＋休日労働」は、月100時間未満、2～6カ月平均80時間以内とする必要がある。

　事業主が時間外労働または休日労働を行わせるためには、36協定の締結と所轄の労働
基準監督署への届出が必要（従来通り）。なお、中小企業（職員100人以下・業種により基準
あり）の施行日は令和2年4月となっている。

　労働時間の適正な把握のため、使用者が自ら現認し、あるいはタイムカード、ICカード、パ
ソコンの使用時間の記録等の客観的な記録により確認し、適正に記録することが原則とさ
れた。
　やむを得ず、自己申告による時は、事業主は自己申告する時間に制限を設け、上限を超え
る申告を認めないなど、適正な申告を阻害する行為を行わないことなどが規定された。

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律
（働き方改革関連法）について

①上限時間

②手続きと
　施行日

③労働時間の
　適正な把握

新生兵庫友の会からの寄付は、県社協の
事業推進に活用させていただく

三木市社協に寄贈された福祉車両。車体には鮮やかなご当地
のイラストが描かれている

寄
付・寄
贈
の
お
礼

　
12
月
9
日
に
株
式
会
社
キ
リ
ッ
ク
、12

月
13
日
に
一
般
財
団
法
人
近
畿
陸
運
協

会
か
ら
社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、県
社

協
に
25
万
円
ず
つ
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

近
畿
陸
運
協
会
は
、昭
和
47
年
か
ら
近
畿

の
各
府
県
社
協
へ
寄
付
を
継
続
し
て
お

り
、今
年
度
か
ら
同
協
会
の
関
係
会
社
で

あ
る
株
式
会
社
キ
リ
ッ
ク
か
ら
も
寄
付

を
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、県
社
協

2
0
2
0
年
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業

の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
12
月
26
日
、
新
生
兵
庫
友
の
会
よ
り
、

県
社
協
に
15
万
円
が
寄
付
さ
れ
た
。同
会

は
、
県
職
員
O
B
で
組
織
さ
れ
た
団
体

で
、今
年
で
9
回
目
と
な
る
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
県
社
協

2
0
2
0
年
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業

の
推
進
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
1
月
25
日
、
舞
子
ビ
ラ
神
戸
で「
第
53

回
兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
従
事
者
大
会
」が
開
催

さ
れ
、兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
か

ら
三
木
市
社
協
に
福
祉
車
両
1
台
が
寄

贈
さ
れ
た
。

　
同
社
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て「
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
運
動
」を
展
開
し
、地

域
福
祉
の
向
上
に
多
年
に
わ
た
り
取
り

組
ん
で
い
る
。平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
福
祉
車
両
の
寄
贈
は
延
べ
23
台
と
な

り
、県
内
の
市
町
社
協
で
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
。
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I N F O R M A T I O N

施設ケアマネジメント研修テキスト 

社会福祉法人経営計画 
策定ワークブック 

 
  

 
 
【申し込み・問い合わせ先】 兵庫県社協  企画部  TEL078-242-4633 

県内で社会奉仕活動をしており、本
助成を過去4年以内（平成28年6月
以降）に受けたことのない団体

助成額　1団体上限30万円（合計3団体）
締切り　令和2年4月30日（木）
●問　●申　大阪帝塚山ロータリークラブ
　　　　※問い合わせはメールのみで受け付け
　　　　（osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
U R L　http://osaka-tezukayama-rc.coco
　　　　log-nifty.com/

みずほ教育福祉財団
第37回「老後を豊かにするボランティ
ア活動資金」助成事業
高齢者を主な対象として活動するボランティア
グループ及び地域共生社会の実現につながる
活動を行う高齢者中心のボランティアグルー
プに対し、活動で継続的に使う用具・機器類の
取得資金を助成します。
対　象　助成の趣旨に沿った活動を行ってい

る小規模なボランティアグループで必
要条件を満たすもの。①グループメン
バー：10人～50人程度 ②グループ
結成以来の活動実績：2年以上　など

助成額　1グループにつき10万円を上限（計
110グループ程度）

締切り　令和2年5月22日（金）必着
●問　●申　公益財団法人 みずほ教育福祉財団 

福祉事業部
　　　　TEL 03-3596-4532
U R L　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

兵庫県立総合衛生学院 中山手分校
オープンキャンパスについて
介護職のリーダーとして社会に貢献できる介
護福祉士を育てる総合衛生学院のオープン
キャンパスを開催します。参加をお待ちしてい
ます。
開催日　令和２年3月15日（日）13：30～15：00
申込方法　参加希望者は、下記まで電話かイン

ターネット経由で申し込み
●問　●申　兵庫県立総合衛生学院 中山手分校
　　　　TEL 078-361-4001
U R L　http://hseg01.ec-net.jp/index.html

　　　1日 民間社会福祉事業職員互助会
創立45周年事業　　　　　　
◆神戸メリケンパークオリエンタ
ルホテル

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

2020年度（第18回）
ドコモ市民活動団体助成事業
子どもたちの健やかな育ちを応援する活動に
取り組む全国の市民活動団体に対して、公募
による経済的支援を目的とした助成事業を実
施します。
対象活動　①子どもの健全な育成を支援する活

動（子どもの居場所づくり、被災した
子供を支援する活動など）　②経済
的困難を抱える子どもを支援する活
動（学習支援活動、生活支援活動、就
労支援活動など）

対象団体　国内に活動拠点を有する民間の非
営利活動団体で、活動実績が2年以
上であることなど

助成額　①1グループ上限70万円　②1グルー
プ上限100万円（総額3,500万円）

対象期間　令和2年9月1日から令和3年8月31
日の期間に実施する1年間の活動を
対象する

締切り　令和2年3月31日（火）必着
●問　●申　 NPO法人モバイル・コミュニケーション・

ファンド（MCF）事務局
　　　　TEL 03-3509-7651
U R L　https://www.mcfund.or.jp/　

社会福祉法人NHK厚生文化事業団
第32回「わかば基金」
次の3つの方法でボランティアグループやNPO
の活動を応援します。①支援金部門　②災害
復興支援部門　③リサイクルパソコン部門
対　象　地域に根ざした福祉活動を行うグ

ループ、任意のボランティアグループ
またはNPO法人

助成額　①1グループ上限100万円（50グルー
プほどを予定）②1グループ上限100万
円（20グループほどを予定）③1グルー
プ上限3台（総数50台ほどを予定）

締切り　令和2年3月31日（火）必着
●問　●申　 NHK厚生文化事業団
　　　　TEL 03-3476-5955
U R L　https://www.npwo.or.jp/　

大阪帝塚山ロータリークラブ
2020年度社会奉仕基金助成金
社会奉仕活動プロジェクトを応援します。
対　象　大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀

　　　3日 ひょうごボランタリー基金助成事
業報告会・ネットワーク会議　　
◆神戸クリスタルタワー

 社会福祉法人連絡協議会代表
者等連絡会　　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　　5日 第３回社協ワーカー実践研究会議
◆県福祉センター

　　5・6日 接遇･日常マナーリーダー研修
◆県福祉人材研修センター

　　　6日 「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン幹事会　　　　　
◆県福祉センター

 若年性認知症啓発フォーラム・
支援担当者研修　　　　　　　
◆県看護協会

　　 10日 若年性認知症とともに歩むひょう
ごの会学習会・家族介護者研修会
◆リバティかこがわ

   10・11日 施設ケアマネジメント研修 （全2
コース）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 14日 第2回福祉の就職総合フェア
in HYOGO　　　　　　　　　
◆神戸国際展示場2号館

　　 16日 第266回県社協理事会　　　
◆県福祉センター

　　 17日 看護職と介護職の連携力強化研修
◆県福祉人材研修センター

　　 27日 第200回県社協評議員会　　　
◆県福祉センター

　 14日～ 介護支援専門員更新研修B・再研修
◆神戸ファッションマートほか

　 16日～ 介護支援専門員専門研修課程
Ⅰ・更新研修A（前期）　　　　　
◆県福祉人材研修センターほか

   20・21日 社会福祉協議会新任局長・職員
研修　　　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　 23日 経営協第255回理事会　　　
◆県福祉センター

助成金情報

行事予定
3月

4月募集

第2回福祉の就職総合フェア
in HYOGO
福祉の仕事に関心のある方は、どなたでも
ご参加いただけます。
日　時　令和2年3月14日（土）
　　　　13：00～17：00
　　　　（入場は16：30まで）
会　場　神戸国際展示場2号館
参加費無料・事前申込不要

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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